
 

六月
ろくがつ

になりました。六月
ろくがつ

のことを、昔
むかし

の

暦
こよみ

では「水
み

無月
な づ き

」と言います
い    

。水
みず

が無い
な  

月
つき

です。雨
あめ

がたくさん降る
ふ  

月
つき

なのに、「水
みず

が

無い
な  

」なんて、不思議
ふ し ぎ

ですね。 

私たち
わたし    

がおいしく食べて
た    

いるお米
  こめ

のためにとっては、六月
ろくがつ

のたくさんの雨
あめ

は必要
ひつよう

なのです。お米
  こめ

を作って
つく      

いる農家
の う か

の人
ひと

にとっては、雨
あめ

が多く
おお   

降る
ふ   

ことは嬉しい
う れ     

ことなのです。 

水
みず

が多い
おお   

のに「水
み

無月
な づ き

」と呼んで
よ    

いたことには、いろんな

説
せつ

があるようですが、お米作り
  こめづく   

にも関係
かんけい

しているようです。

田んぼ
た   

や畑
はたけ

に水
みず

をたくさん使う
つか   

ので、他の所
ところ

では「水
みず

が無く
な  

なる」ところから「水
み

無月
な づ き

」と呼ぶ
よ  

ようになったという説
せつ

も

あります。 

他
ほか

にも、暑く
あつ   

なるので土
つち

の中
なか

から水
みず

が無く
な  

なってしまうと

いう説
せつ

や、「水
みず

の月
つき

」という呼び方
よ   か た

が「水
み

無月
な づ き

」に変わった
か    

と

いう説
せつ

があるようです。 

雨
あめ

がたくさん降る
ふ  

六月
ろくがつ

。外
そと

で遊べない
あそ         

ことが多く
おお   

なります

が、室内
しつない

でも張り切って
は  き   

、がんばって、肩
かた

くんで、生活
せいかつ

しま

しょう。                   村越 新 

    みなづき           


